
             令和４年度   学校評価報告書                       【国立市立国立第一小学校】 

 

学校教育 

目標 
中期的 

目標 

短期的 

目標 

具体的 

な方策 

評 価 指 標 
（打ち消し線の指標は、 

年度当初に今年度は困難と判断したもの） 

達成状況 

評価 分析・改善策 学校関係者評価 中間 

評価 

最終 

評価 

自
分
で
考
え
す
す
ん
で
行
動
す
る
子 

基
礎
・
基
本
と
な
る
内
容
の
確
実
な
定
着
と
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
て
る
。 

教師の学習

指導力を高

めることを通

して児童の

学びへの意

欲を高めると

ともに、思考

力・判断力・

表現力等の

伸張と基礎・

基本の定着

を図る。 

（研推） 

 

学ぶ意欲を引き出

すための教材の工

夫、発問の精度の

向上、伝え合いの

場面設定、指導計

画の作成などを日

々改善していく。 

 

 

・教員アンケートにおける年度当初（４月）と年度

末（１２月）の肯定的評価上昇 

・児童アンケート（体育・算数・道徳）における年度

当初（４月）と年度末（12月）の肯定的評価上昇 

・保護者アンケートにおける「分かる授業」「楽しい

・意欲的に取り組める授業」の肯定的評価80％

以上 

 

B A 

・教員アンケート「児童が主体的に考えられる課題

を設定している」肯定的評価100％ 

・児童アンケートにおける「自分の考えをもって学

習している」の肯定的評価90％ 

・保護者アンケートにおける「分かる授業」は 83％ 

 「楽しい・意欲的に取り組める授業」91％ 

 

・校内研究の「主体的に学習に取り組む児童の育成」

の成果が見られたと考える。 

・年度末に向けて今年度の校内研究の成果と課題をま

とめて、次年度に申し送る。引き続き日々、精進して

いく。 

・小学校を出た後の受験を考えると「正

しい漢字の知識」「読書の習慣」を付

けさせたい。 

・「主体的」の部分をどうして高めれば

いいか、難しい。 

・家庭でも日常的に「なぜ」が沸いてき

ている。学校での取組が大いに影響

していると感じる。 

 

・子供が話す機会を増やすことで、理

由を添えて話す力が身に付くのでは

ないか。 

・児童がタブレットを上手に活用できて

いた。作文力の向上にも役立ててい

ただきたい。 

基礎調査を基に児

童の実態、教員の

課題を洗い出し、

組織的に対応を考

えていく。 

・教員アンケートにおける年度当初（４月）と年度

末（12月）の肯定的評価上昇 

・児童アンケート（体育・算数・道徳）における年度

当初（４月）と年度末（12月）の肯定的評価上昇 

・学力向上を図るための調査ポイントアップ 

 

 

 

B B 

・教員アンケート「効果的な話し合いができるように

工夫している」の肯定的評価が低かった。 

・児童アンケート「理由を添えて自分の意見を伝え

ることができる」が 60％で、他項目より低かった。 

・「学力向上を図るための調査」（6 年生）では、例

年と比べてかなりのポイントアップが見られた。 

・自分の考えをもつことはできている。必然性があれば

理由を言えるのではないか。 

・話型を示す、発問の工夫など、学校全体で手立てを

具体的に考える。 

・有効であったと思われる一人一台端末を、引き続き活

用する。 

開かれた学

校を目指し、

地域の教育

力を生かす

教育活動を

展開する。 

（教務） 

 

学校公開での内容

を充実させ、保護

者・地域の学校理

解を高める。 

・学校公開参加率の上昇(前年度比) 

・アンケートの回収率 80％以上 

・保護者アンケートにおける４項目での肯定的評

価 80％以上維持 

・教員アンケートにおける「積極的に公開し、理解

と協力を得ている」の肯定的評価 80％以上の維

持 

 

 

 

B B 

・授業参観アンケート回収率32％ 

・保護者アンケート４項目での肯定的評価 90％以

上達成 

・教員アンケート「積極的に公開し、理解と協力を

得ている」肯定的評価100％ 

 

・アンケート方法を Web に変更してから回収率は下降

している。保護者としては概ね満足しているために回

答しないという可能性も考えられる。 

・回収率を上げ、アンケートの統計的な信頼性を確保

するためには手紙やメール、保護者会での呼びかけ

が必須である。 

・アンケートの文面に「子供達をほめたいので、いいと

ころをぜひ教えてください」という言葉を入れ、協力を

呼びかける。 

・以前何かのアンケートで、締切が書か

れていないときがあった。 

・アンケートの期限前にもう一度メール

をすると、忘れてしまうことを防げるの

ではないか。 

・行事や保護者会に参加したうちの30

％ではなく、全家庭の30％台なら、回

収率として問題ないのではないか。 

・車椅子体験など、違う立場の人の気

持ちが分かる活動を続けてほしい。 

・ホームページの沿革の内容を吟味し

た方がいいのではないか。 

・外から見て、整っていて光っているよ

うな学校になってほしい。 
・一小は「今だから」のチャレンジを積極的

に取り入れているのを感じる。 

地域の教育力を活

用した授業を行い

地域と連携を積極

的に図る。 

・全学年で年間１回以上の地域の題材や外部人

材を活用した授業の実施 

・保護者アンケートにおける「学校はＰＴＡ行事、地

域の活動に協力的である」の肯定的評価80％以

上 

・教員アンケートにおける「児童が地域のよさを実

感」の肯定的評価80％以上 

 

 

A A 

・全学年で地域題材・外部人材を活用した

授業を実施した。 

・保護者アンケートにおける「学校はＰＴＡ

行事、地域の活動に協力的である」の「よ

くあてはまる」の肯定的評価94％ 

・教員アンケートにおける「児童が地域のよ

さを実感」の肯定的評価100％ 

・昨年度までは感染症対策により断念していた地域や

外部講師の活用や校外学習の実施が可能になって

きた。 

・内容を精選しながら、児童が地域の一員として愛着を

もって育っていくための教育活動を進めていく。 

学校教育目標 自分で考え すすんで行動する子   力を合わせて 高め合う子   思いきり体を動かし 元気な子 重点目標   自分で考え すすんで行動する子 



学校

教育 

目標 

中期的 

目標 

短期的 

目標 

具体的 

な方策 

評 価 指 標 
（打ち消し線の指標は、 

年度当初に今年度は困難と判断したもの） 

中間 

評価 

最終 

評価 評価 分析・改善策 学校関係者評価 

力
を
合
わ
せ
て
高
め
合
う
子 

自
己
肯
定
感
を
も
ち
、
友
達
と
互
い
に
磨
き
合
い
高
め
合
う
心
を
育
て
る
。 

人との関わり

を大切にし

た教育活動

を展開する。 

（特活） 

異学年交流の時間 

・にこにこ活動 

・クラブ活動 

・委員会活動 

等の充実を図る。 

 

 

・児童のふりかえりにおける「にこにこ活動・クラブ

活動・委員会活動で他学年と交流することが楽

しい」の肯定的評価が多い。 

・教員アンケートにおける『にこにこ活動の充実』の

肯定的評価80％以上 

 

A A 

・クラブ活動・委員会活動の児童のふりか

えりは肯定的評価が多かった。 

・教員アンケートで肯定的評価が 90％を超

えた。 

・友達と協力し合って楽しく活動をしていること

が窺える。にこにこ活動では兄弟学年で一緒

に活動することで良い関係を築けている。・場

面によっては委員会活動の当番を忘れてしまうことが

ある。児童の責任感や自主性を育てるよう指導を工夫

していく。 

・音楽会では学年が上がるにつれて成

長する様子がよく伝わった。保護者に

も全学年通して見てほしい。 

・学年を越えて仲が良いのは、にこにこ

活動が大いに影響していると感じる。 

・下級生は「来年は６年生のように」、６

年生は「最高学年として」という意識

がとても強く、あこがれをもって進級し

ている。 

特別支援学級との

交流を、年間を通し

て継続的に実施す

る。 

・日常及び学校行事における学年交流を充実さ

せる。１学期１年生との「なかよくなろう集会」、２

学期２年生との「もっとなかよくなろう集会」を教

育計画に位置付け。 

・教員アンケートにおける「特別支援学級との交流

等」の肯定的評価が90％以上 

 

 

A A 

・１，２年生と特別支援学級の交流は年間

を通して計画的に行われている。 

・教員アンケートでは肯定的評価が 90％を

超えた。 

・運動会、音楽会、宿泊行事では学年と一緒

に練習をしたり、生活したりして交流を深めて

いる。その他、各学年の実態に合わせて、英

語などの教科で交流している。さらに交流の幅

を広げるため、なかよくなろう集会は杉の子学級と１

年生がお互いに招く形態をとる計画を立てている。 

 

互いの生命

、人格を尊

重した人権

教育を推進

し、豊かな人

間性を育む

。 

（生活） 

道徳授業での計画

的な指導と日々の

指導において、児

童の人権感覚を高

めさせるための指導

を実施する。 

 

・学校公開での保護者アンケートにおける「道徳

教育について」並びに「本校の道徳教育につい

て」の肯定的評価90％以上 

・教員アンケートにおける「道徳授業の充実」の肯

定的評価90％以上 

・いじめへの学校の対応についての肯定的評価が

８５％以上 

 

 

 

B A 

・道徳教育に関する保護者アンケートは 1

月末に実施予定。 

・教員アンケート肯定的評価は 90％を超え

た。 

・保護者アンケート「いじめ対応について」

の肯定的評価は 87％だった。 

・課題設定や問題解決、個別指導の項目が

高いことが窺える。道徳の授業を校内研究で

取り上げることで、教員の道徳教育の充実を

図ることができた。意見交流の場面の指導方

法を工夫することで、さらなる充実を目指す。 

・トラブルの対応の迅速さや、楽しんで通う姿か

ら保護者が学校を信頼していることが窺える。

引き続き、スピーディな対応と誠実に児童や保護者の

声に耳を傾けることを心がける。また、児童の様子を

教職員間で共有し、協力して指導していく体制を続け

ていく。 

・すれ違う子がきちんと挨拶してくれる。 

・検温表がぶらぶらしていて、登下校

時に危ない。 

・大通りの渡り方で危険な時がある。 

・きまりに交通安全を入れてほしい。 

・信号を渡った後に、車に会釈をした

児童がいた。挨拶の指導の成果だと

思う。 

・道徳教育に関して、とても良い内容を

取り上げられていると感じる。 

・小さなことも見逃さないことや、本人が

どのように感じているかを大切にして

いて、対応がとても丁寧である。 

・先生方が児童の名前をよく覚えてい

ることも高評価である。 

規範意識の定着を

図る。 

・保護者アンケートにおける「あいさつ」、「きまりを

守る」、「言葉遣い」ともに肯定的評価80％以上 

 

 

 B A 

・保護者アンケート肯定的評価は「あいさ

つ」92％、「きまり」98％、「言葉づかい」

77％で平均は 89％だった。 

・放課後の言葉づかいについて、保護者か

ら気になるとの声をいただいた。 

・あいさつは、今年度より取組内容を変更し

た。一人一人がめあてをもつことで意識が高

まったと考える。引き続き一小の誇りとして、あいさ

つできる姿を認める。苦手な児童にも一人一人に応

じためあてをもたせ、自信をつけさせていく。 

・授業時間以外の言葉づかいも意識できるよう、道徳の

授業や学級活動などでふれていく。 

思
い
切
り
体
を
動
か
し
元
気
な
子 

自
己
の
最
善
を
尽
く
し
、
運
動
す
る

喜
び
を
味
わ
う
体
を
育
て
る
。 

健康でたくま

しい児童の

育成を図る

。 

（体育） 

食育の推進を図る ・教員アンケートにおける「児童に食に対する正し

い知識と食習慣を身に付けさせる」の肯定的評

価90％以上 

 

 

A B 

・教員アンケートにおいて肯定的な意見は前

後期共に 90％を超えた。 

・前期と後期を比べて、「よくあてはまる」よ

りも「あてはまる」の割合が増えた。 

・学校評価としては体育の項目だが、担当分掌として

は食育担当や保健給食委員会とも連携を取り、食育

を推進していく。 

・生活目標だけでなく、保健目標、食育目標も併せて

教室掲示することを検討していく。 

・食育のホームページ更新が止まって

いる。年間計画を全校配布したほうが

いいのではないか。 

・体力向上週間は、普段校庭で遊んで

いない子も楽しめている。いい活動だ

と思う。 

・運動が苦手な子もいる中、「否定的な

意見を学級の１割未満にする」という

指標は難しいのではないか。 

児童の基礎体力の

向上を図る。 

・体力テストの結果を都と比べ、全学年２項目以

上、上回る。 

・運動に対する意識調査の結果で否定的意見の

児童数を学級の１割未満にする。 

 

B B 

・体力テストの結果は、全学年共に２項目

以上で都の平均を上回っていた。 

・運動に対する意識調査において、否定的

な意見を学級の１割未満にすることがで

きなかった。 

・体力向上に関する取り組みはこのまま継続的に行う。 

・全校で運動に関する肯定的な意見が増えるように、

活動の内容を工夫したり、体育委員会と連携をしたり

しながら、児童が主体的に取り組めるようにしていく。 

Ａよくあてはまる・達成率８０パーセント以上である。   Ｂややあてはまる・達成率６０パーセント以上である。   Ｃあまりあてはまらない・ 達成率は約６０パーセント未満である。



 


